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目

次

８６

条

例

○
東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
）…
三

○
東
京
都
景
観
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
三

○
東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
福
祉
局
）…
三

○
東
京
都
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
四

○
東
京
都
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
五

○
東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…（
同
）…
五

○
東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
五

○
東
京
都
が
東
京
信
用
保
証
協
会
に
対
し
交
付
す
る
補
助
金
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る

権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
産
業
労
働
局
）…
六

○
東
京
都
営
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
港
湾
局
）…
六

○
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
消
防
庁
）…
六

○
特
別
区
の
消
防
団
員
等
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
…（
同
）…
七

条
例
の
あ
ら
ま
し

◉
東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
二
号
）

一

都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
三
号
）
の
施
行

に
よ
る
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
五
年
法
律
第
二
〇
一
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
特
定
業
務
施
設
等

誘
導
地
区
内
の
建
築
物
の
容
積
率
等
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
許
可
申
請
手
数
料
の

規
定
を
設
け
ま
す
。

（
例
）
特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区
内
の
建
築
物
の
容
積
率
及
び
建
築
面
積
に
関
す
る
制
限
の

適
用
除
外
に
係
る
許
可
申
請
手
数
料

一
六
〇
、
〇
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
又
は
こ
の

条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
景
観
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
三
号
）

一

都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
三
号
）
の
施
行

に
よ
る
景
観
法
（
平
成
一
六
年
法
律
第
一
一
〇
号
）
の
改
正
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
又
は
こ
の

条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条

例
第
七
四
号
）

一

学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
九
号
）
等
の
施
行
に
よ
る
児
童
福
祉
法
（
昭

和
二
二
年
法
律
第
一
六
四
号
）
等
の
改
正
に
伴
い
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
係
る
規

定
を
設
け
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
五
号
）

一

学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
九
号
）
等
の
施
行
に
よ
る
児
童
福
祉
法
（
昭
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和
二
二
年
法
律
第
一
六
四
号
）
等
の
改
正
に
伴
い
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
係
る
規

定
を
設
け
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
一
二
月
二
五
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
条
例
第
七
六
号
）

一

学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
九
号
）
等
の
施
行
に
よ
る
児
童
福
祉
法
（
昭

和
二
二
年
法
律
第
一
六
四
号
）
等
の
改
正
に
伴
い
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
係
る
規

定
を
設
け
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
七

号
）

一

学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
九
号
）
の
施
行
に
よ
る
就
学
前
の
子
ど
も
に

関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
八
年
法
律
第
七
七

号
）
の
改
正
等
に
伴
い
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
係
る
規
定
を
設
け
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
八
号
）

一

学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
九
号
）
の
施
行
に
よ
る
就
学
前
の
子
ど
も
に

関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
八
年
法
律
第
七
七

号
）
の
改
正
等
に
伴
い
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
係
る
規
定
を
設
け
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
が
東
京
信
用
保
証
協
会
に
対
し
交
付
す
る
補
助
金
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利

の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
七
九
号
）

一

円
滑
な
事
業
再
生
を
図
る
た
め
の
事
業
者
の
金
融
機
関
等
に
対
す
る
債
務
の
調
整
の
手
続
等

に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
六
七
号
）
の
施
行
を
踏
ま
え
、
東
京
信
用
保
証
協
会
に
対

し
て
東
京
都
が
有
す
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
規
定
を
改
め
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
し
ま
す
。

（
例
）
権
利
の
放
棄
を
可
能
と
す
る
事
由
の
追
加

早
期
事
業
再
生
計
画
に
基
づ
い
て
事
業
者
が
事
業
再
生
を
行
う
場
合

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
一
二
月
一
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
営
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
〇
号
）

一

大
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
応
接
室
の
設
置
に
伴
い
、
建
物
使
用
料
に
係
る
規
定
を
設
け

ま
す
。

（
例
）
応
接
室
を
使
用
す
る
場
合

一
時
間

三
、
六
〇
〇
円

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八
一
号
）

一

対
象
火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱
い
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
七
年
総
務
省
令

第
一
〇
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
サ
ウ
ナ
設
備
を
一
般
サ
ウ
ナ
設
備
と
簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
と
に

区
分
し
、
簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
の
管
理
等
の
基
準
を
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
特
別
区
の
消
防
団
員
等
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
八

二
号
）

一

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
令
和
八
年
政
令
第
一
七
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
葬
祭
補
償
の
額
を
改
定
し
ま
す
。
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条

例

東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
二
号

東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
都
市
整
備
局
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
一
の
部
第
七
の
款
中
三
十
一
の
七
の
項
か
ら
三
十
一
の
十
一
の
項
ま
で
を
三
十
一
の
九
の
項
か

ら
三
十
一
の
十
三
の
項
ま
で
と
し
、
三
十
一
の
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
三

号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
景
観
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
三
号

東
京
都
景
観
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
景
観
条
例
（
平
成
十
八
年
東
京
都
条
例
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
第
十
六
条
第
七
項
第
十
一
号
」
を
「
第
十
六
条
第
八
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
二
十
三

号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布

す
る
。令

和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
四
号

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
ま
す
。

三
十
一
の
七

建
築
基
準
法
第
六
十
条
の
四
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ

く
建
築
物
の
容
積
率
及
び
建
築
面
積
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る

許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

内
の
建
築
物
の
容
積
率
及
び

建
築
面
積
に
関
す
る
制
限
の

適
用
除
外
に
係
る
許
可
申
請

手
数
料

十
六
万
円

許
可
申
請
の
と

き
。

三
十
一
の
八

建
築
基
準
法
第
六
十
条
の
四
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基

づ
く
建
築
物
の
高
さ
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る
許
可
の
申
請
に

対
す
る
審
査

特
定
業
務
施
設
等
誘
導
地
区

内
の
建
築
物
の
高
さ
に
関
す

る
制
限
の
適
用
除
外
に
係
る

許
可
申
請
手
数
料

十
六
万
円

許
可
申
請
の
と

き
。
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東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
東
京
都
条
例
第

四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
）

第
十
一
条
の
三

児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
、
児
童
厚
生
施
設
（
児
童
館
を
除
く
。
）
、
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
）
の
設
置
者
は
、

法
第
四
十
五
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

児
童
対
象
性
暴
力
等
（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等

の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
防
止
し
、
及
び
児
童
対
象

性
暴
力
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
児
童
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
児
童
等
対
象
業
務
従
事
者
（
児
童

と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、
支
配
性
、
継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の
下
で
当
該

児
童
に
接
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪

事
実
確
認
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号

東
京
都
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
指
定
障
害
児
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成

二
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
）
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
）

第
四
十
四
条

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴

力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に

規
定
す
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
防
止
し
、
及
び
児
童

対
象
性
暴
力
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
障
害
児
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
児
童
等
対
象
業
務
従
事
者

（
障
害
児
と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、
支
配
性
、
継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の

下
で
当
該
障
害
児
に
接
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規

定
す
る
犯
罪
事
実
確
認
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
九
条
第
二
項
中
「
学
校
教
育
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
加

え
る
。

第
五
十
七
条
中
「
第
三
十
五
条
」
の
下
に
「
、
第
四
十
四
条
」
を
加
え
、
「
第
十
条
第
二
項
」
を

「
第
十
条
第
三
項
」
に
、
「
指
導
訓
練
室
」
を
「
発
達
支
援
室
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
及
び
第
七
十
六
条
の
二
中
「
第
四
十
三
条
ま
で
、
第
四
十
五
条
か
ら
」
を
削
り
、
「
第

十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
」
に
、
「
指
導
訓
練
室
」
を
「
発
達
支
援
室
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
指
導
訓
練
」
を
「
発
達
支
援
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
指
導
訓
練
」

を
「
発
達
支
援
」
に
、
「
訓
練
に
」
を
「
支
援
に
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
」
に
、
「
指
導
訓
練
室
」
を
「
発
達
支
援

室
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
の
九
及
び
第
八
十
七
条
中
「
第
四
十
三
条
ま
で
、
第
四
十
五
条
か
ら
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
条
の
三
の
見
出
し

及
び
第
四
十
九
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
五
十
七
条
の
改
正
規
定
（
「
第
三
十
五
条
」
の
下
に
「
、

第
四
十
四
条
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
七
十
六
条
の
改
正
規
定
（
「
第
四
十
三
条
ま
で
、
第

四
十
五
条
か
ら
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
七
十
六
条
の
二
の
改
正
規
定
（
「
第
四
十
三
条
ま
で
、

第
四
十
五
条
か
ら
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
第
七
十
八
条
及
び
第
七
十
九
条
の
改
正
規
定
は
、
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公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
六
号

東
京
都
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年

東
京
都
条
例
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
）

第
四
十
一
条

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
設
置
者
は
、
法
第
二
十
四
条
の
十
一
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
（
学
校

設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
防
止
し
、
及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
が
行
わ
れ
た
場
合

に
障
害
児
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
児
童
等
対
象
業
務
従
事
者
（
障
害
児
と
接
す
る
業
務
に
従
事

す
る
者
の
う
ち
、
支
配
性
、
継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の
下
で
当
該
障
害
児
に
接
す
る
も
の

を
い
う
。
）
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
事
実
確
認
を
い

う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号

東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
東
京
都
条
例
第
百
七
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
）

第
二
十
一
条

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者
は
、
法
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
対
象
性
暴
力
等

（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童
対
象
性
暴

力
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
防
止
し
、
及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
が
行
わ
れ

た
場
合
に
子
ど
も
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
児
童
等
対
象
業
務
従
事
者
（
子
ど
も
と
接
す
る
業
務

に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、
支
配
性
、
継
続
性
及
び
閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の
下
で
当
該
子
ど
も
に
接
す

る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
事
実
確
認
を

い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
八
号

東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
（
平
成
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
）

第
十
七
条
の
二

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者
は
、
法
第
十
三
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
対
象
性
暴
力
等
（
学
校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保
育
等
事

業
者
に
よ
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
六

十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
児
童
対
象
性
暴
力
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
防
止
し
、
及
び
児
童
対
象
性
暴
力
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
園
児
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、

児
童
等
対
象
業
務
従
事
者
（
園
児
と
接
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
、
支
配
性
、
継
続
性
及
び

閉
鎖
性
の
あ
る
環
境
の
下
で
当
該
園
児
に
接
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
犯
罪
事
実
確
認
（
同
法

第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
事
実
確
認
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
が
東
京
信
用
保
証
協
会
に
対
し
交
付
す
る
補
助
金
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利
の

放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
七
十
九
号

東
京
都
が
東
京
信
用
保
証
協
会
に
対
し
交
付
す
る
補
助
金
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け

取
る
権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
が
東
京
信
用
保
証
協
会
に
対
し
交
付
す
る
補
助
金
に
係
る
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る
権
利
の

放
棄
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
年
東
京
都
条
例
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
七
号
中
「
第
二
条
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
条
第
二
十
二
項
」
に
、
「
同
条
第
二
十
二

項
」
を
「
同
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、

第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

円
滑
な
事
業
再
生
を
図
る
た
め
の
事
業
者
の
金
融
機
関
等
に
対
す
る
債
務
の
調
整
の
手
続
等
に

関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
早

期
事
業
再
生
計
画
（
保
証
協
会
が
当
該
事
業
再
生
計
画
に
係
る
権
利
変
更
議
案
（
同
法
第
十
一
条

に
規
定
す
る
権
利
変
更
議
案
を
い
う
。
）
に
対
し
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同
意
を

行
お
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
七
号
の
改
正
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
営
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
号

東
京
都
営
空
港
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
営
空
港
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
条
例
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
二
建
物
使
用
料
の
部
大
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
島
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル

応
接
室
を
使
用
す
る

場
合

一
時
間

三
千
六
百
円

そ
の
他
の
場
合

一
月
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き千

九
百
三
十
六
円

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
一
号

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

火
災
予
防
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
一
般
サ
ウ
ナ
設
備
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
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分
中
「
サ
ウ
ナ
設
備
」
を
「
一
般
サ
ウ
ナ
設
備
（
簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
以
外
の
サ
ウ
ナ
設
備
（
サ
ウ
ナ
室

に
設
け
る
放
熱
設
備
を
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
同
条
第
二

項
中
「
サ
ウ
ナ
設
備
」
を
「
一
般
サ
ウ
ナ
設
備
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
サ
ウ
ナ
設
備
」
を
「
一

般
サ
ウ
ナ
設
備
」
に
、
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
七
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第

七
条
の
三
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
）

第
七
条
の
二

簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
（
屋
外
そ
の
他
の
直
接
外
気
に
接
す
る
場
所
に
設
け
る
テ
ン
ト
型
サ

ウ
ナ
室
（
サ
ウ
ナ
室
の
う
ち
テ
ン
ト
を
活
用
し
た
も
の
を
い
う
。
）
又
は
バ
レ
ル
型
サ
ウ
ナ
室
（
サ

ウ
ナ
室
の
う
ち
円
筒
形
で
あ
り
、
か
つ
、
木
製
の
も
の
を
い
う
。
）
に
設
け
る
放
熱
設
備
で
あ
つ
て
、

定
格
出
力
六
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
ま
き
又
は
電
気
を
熱
源
と
す
る
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
温
度
が
異
常
に
上
昇
し
た
場
合
に
直
ち
に
そ
の
熱
源
を
遮
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
手
動
及
び
自
動
の
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ま
き
を
熱
源
と
す
る
簡
易

サ
ウ
ナ
設
備
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
周
囲
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
際
に
速
や
か
に
使
用
で
き
る
位

置
に
消
火
器
を
設
置
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
の
位
置
、
構
造
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
十
二
号
、
第
十
五
号
及
び
第
十
七
号
並
び
に
同

条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
第
五
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

液
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
の
う
ち
、
調
理
に
用
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
周
囲
に
お
い
て

使
用
す
る
排
気
ダ
ク
ト
、
グ
リ
ス
除
去
装
置
等
に
油
脂
等
が
付
着
し
な
い
よ
う
に
適
切
に
管
理
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

固
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
の
う
ち
、
調
理
に
用
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定

を
準
用
す
る
。

第
二
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
の
う
ち
、
調
理
に
用
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
第
三
項
の

規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具
の
う
ち
、
調
理
に
用
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
第
三
項
の
規

定
を
準
用
す
る
。

第
三
十
六
条
第
二
項
第
三
号
中
「
、
サ
ウ
ナ
室
」
を
削
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八

簡
易
サ
ウ
ナ
設
備
（
個
人
が
設
け
る
も
の
を
除
く
。
）

第
五
十
七
条
第
一
項
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
の
二

一
般
サ
ウ
ナ
設
備
（
個
人
の
住
居
に
設
け
る
も
の
を
除
く
。
）

第
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
七
条
の
二
第
二
項
、
第
七
条
の
三

第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
改
正
規

定
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

特
別
区
の
消
防
団
員
等
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
六
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
八
十
二
号

特
別
区
の
消
防
団
員
等
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
区
の
消
防
団
員
等
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
東
京
都
条
例
第
八
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
中
「
三
十
一
万
五
千
円
」
を
「
三
十
三
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
区
の
消
防
団
員
等
の

公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日

（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
適
用
す
る
。

２

新
条
例
第
十
八
条
の
規
定
は
、
適
用
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
葬
祭
補
償
に
つ
い
て

適
用
し
、
適
用
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
葬
祭
補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。
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３

適
用
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
特
別
区
の
消
防
団
員
等
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
第
十
八

条
又
は
付
則
第
三
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
葬
祭
補
償
（
適
用
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に

支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
も
の
に
限
る
。
）
と
し
て
支
払
わ
れ
た
金
額
（
同
項
の
規
定
に
基
づ
く

も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
が
六
十
六
万
円
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
新
条
例
の
規
定
に

基
づ
く
葬
祭
補
償
の
内
払
と
み
な
す
。
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